
 

                                                                                     

令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 

                            

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（3月 20日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 生きて働く「知識・

技能」の習得、未知の

状 況 に も 対 応 で き る

「思考力・判断力・表

現力」の育成、学びを

人生や社会に生かそう

とする「学びに向かう

力・人間性等」の涵養

を目指し、多様な学習

活動において深い学び

を実現していく。 

① 知識・技能、思考

力・判断力・表現力、

学びに向かう力・人間

性等、育みたい三つの

資質・能力の育成に向

けて、探究的な学びを

推進し、相互の関連性

を図るとともに、組織

的な授業改善を多面的

に進めていく。 

① 校内授業研究テーマを踏

まえた職員研修会や授業公開

を積極的に行い、組織的な授

業改善を実施する。 

①-2 授業のみならず、生徒

の探究的な学びの成果を報

告・発表する機会の充実を図

る。 

①-1 校内授業研究テー

マを各教科で設定し、

テーマを踏まえた授業

改善を実施できたか。 

①-2 魅力と特色アンケ

ート「A-4」の肯定項

目が９割以上か。生徒

による授業評価（項目

６及び学校独自項目）

の「かなり当てはま

る」が４割以上か。 

①教科それぞれの授業研究テ
ーマを設定し、年間を通じて
単元の指導と評価の計画を作
成することができた。 
①-2 魅力と特色アンケート
「A-4」は 93.2%、生徒によ
る授業評価は項目 6 が 36%、
項目 9 が 32%、項目 10 が 34%
であった。 

①引き続き、校内授業研究
テーマを定めて、授業改善
を推進していく。 
①-2 魅力と特色アンケート
は昨年度と比較して上昇し
た。授業評価については、
目標には到達しなかった
が、上昇傾向にあるので、
引き続き探究的な活動を深
めていく。 

知識・技能だけで
なく、探究的な学
びを重視している
点が素晴らしい。
生徒の学ぶ意欲を
さらに引き出して
ほしい。 

①各教科に即
したテーマ設
定をすること
で、実社会と
のつながりを
もった授業を
展開すること
ができた。 
 
②4年ぶりに国
大体験授業を
対面で行うこ
とができた。
連携の成果と
課題を中学、
大学、県教委
と 共 有 で き
た。 

①外部との連
携なども検討
していき、よ
り実社会と教
科教育の関連
を 図 っ て い
く。 
 
 
②共有した課
題 を 引 き 続
き、中学、大
学、県教委と
協議し、改善
していく。 

② 横浜国立大学との

中・高・大連携型教育

の一層の充実を図る。 

② 中高大連携作業部会

の活動を通じて、県立

高校改革実施計画に示

された中高大連携を充

実・発展させる。 

② これまでの取組を評価

し、それを共有することで、

横浜国立大学教育学部附属横

浜中学校、横浜国立大学との

連携を一層深める。 

② 中・高・大連携に

よるこれからの教育実

践モデルの構築実施計

画の評価を行い、それ

を共有することができ

たか。 

②附属中対象説明会、i-ハー
べスト発表会、CAN 体験授
業、合同研修会等を行い中高
大連携を充実させた。実施計
画の評価を行い中学、大学、
県教育委員会と共有した。 

②連携枠で入学してくる生
徒が充実した高校生活を送
れるように附属中学校と協
議を続ける。 

２ 

(幼児・児
童・) 
生 徒 指
導・支援 

① 生徒会活動、部活動

の充実をさらに図り、

リーダーシップと協働

し支える力を育む。 

 

 

① 新型コロナウイルス

感染症対策の緩和に伴

い、活動の幅が広がっ

た。コロナ禍での活動

で起きた良い変化を継

続しながら、より活発

な活動が行えるように

体制づくりを進める。 

① 活動制約の中で行ってき

た創意工夫を活かしながら、

生徒の心身の状況や教職員の

働き方に留意し、計画的に支

援・指導を行う。 

① 学校生活アンケー

トで「学校行事におけ

るクラスのまとまり」

及び「部活動に満足し

ている」の肯定項目が

８割以上か。 

①活動制約がなくなり、さま
ざまな場面で活発な様子が見
られた。限られた時間・場所
を有効に利用する工夫ができ
た。 

生徒会活動、部活動の充実
を図り、次代を担う心やさ
しき社会のリーダーを育成
する。 

伝統を継承した応

援合戦、主体性を

発揮するリーダー

とサポートする生

徒の連携等どれを

とっても、高校生

らしい迫力ある体

育祭だった。生徒

は、集団のよさや

協力することのよ

さを感じることが

できたと思う。 

各行事は、それぞ

れの委員長を中心

に大成功し、心や

さしき社会のリー

ダーが順調に育っ

ている。 

 

①②感染症対
策の緩和によ
り、コロナ禍
以前の規模の
行事に戻しつ
つ、コロナ禍
での変化（Ｉ
ＣＴ化等）も
新たに加え新
しい形での行
事を開催する
こ と が で き
た。 
③SC や SSW と
の連携を密に
とり、一人ひ
とりに応じた
支援をするこ
とができた。 

①②より活発
な活動になる
ように、各部
活動、各委員
会が協力しな
がら行事等に
取り組める仕
組 み を 考 え
る。 
③支援の必要
な生徒につい
ては、全体で
年度当初に情
報共有できる
と、より一人
ひとりに応じ
た支援が実践
できる。 

② 学校行事等におい

て、生徒一人ひとりが

高い目標を持ち、主体

的に参画していけるよ

う支援を行う。 

 

② 行事を通して、集団

の中の１人であること

を意識させ、主体的な

取組だけでなく、集団

全体を導くリーダーシ

ップをとれるように支

援する。 

② 所属する集団の中で自身

の役割が何かを自覚させるこ

とで、主体的な行動を促す。

また生徒会や委員会、教職員

との連携を密にとらせ、行事

が成功するように集団を導く

力が身につくように支援す

る。 

② 学校生活アンケー

ト「体育祭」「光陵

祭」「学芸音楽祭」の

肯定項目が８割以上

か。 

 

②核となる生徒が動き、それ
に合わせて周囲の生徒が主体
的に行動することができた。
教職員とも連携を密にとりな
がら行事を成功に導くことが
できた。 

三大行事のうち、体育祭と
光陵祭は、ほぼコロナ禍前
までのレベルで実施するこ
とができた。一方、学芸音
楽祭は、大雪に伴う時程の
変更で午前プログラムのみ
の実施となった。令和６年
度は完全な形で実施し、三
大行事のさらなる充実を図
る。 

③ 生徒一人ひとりに応

じた支援を行う。 

③ どんな支援が必要な

生徒かを把握し、SC や

SSW、外部機関も含め

て、個別支援ができる

ように学校全体で支援

体制を整える。 

③ 情報共有の場を設け、学

校全体で支援が必要な生徒の

状況を把握する。SCや SSWと

協力し、状況次第で外部機関

につなぎ、早期の状況改善に

努める。 

③ 生徒状況の把握に

ついて、情報共有が図

れたか。 

③学年単位、SC・SSW とコー
ディネーター間での連携を密
に取りながら情報共有するこ
とができた。 

③学年を飛び越えた範囲で
の情報共有の場を設けるこ
とが難しい。全体共有が必
要なものを精選し、共有で
きるようにしていきたい。 

３ 
進路指
導・支援 

① 高大接続改革（高校

教 育 、 大 学 入 学 者 選

抜、大学教育）を見据

えて、総合的な探究の

時間をはじめとした教

育活動を展開し、生徒

による自己の在り方生

き 方 の 探 求 を 支 援 す

る。 

①-1 高大接続改革に

係る情報収集、分析を

綿密に実施し、生徒が

自らの将来について主

体的に探究することが

できるように、キャリ

ア教育を実施する。 

①-2 生徒がより高い

目標をもって進路選択

ができるように、３年

間を見通した進路支援

①-1 各教科・科目等を始め

としたすべての教育活動にお

いて生徒のキャリア形成につ

ながるようキャリア教育、ガ

イダンス機能の充実を図る。 

 

①-2 生徒が最も希望する進

路の実現に向け、生徒・保護

者対象のキャリアガイダンス

や、夏期講習等、生徒のキャ

リア形成や学力向上等を目的

①-1 魅力と特色アンケ

ート「キャリア教育を

受けたことにより、自

分が成長できたと思う

か」の肯定項目が８割

以上か。 

①-2 キャリアガイダ

ンスや夏期講習等、生

徒のキャリア形成や学

力向上等を目的とした

取組が、多面的に行わ

①-1 魅力と特色アンケート
「A-2:キャリア教育により、
中学生の時よりも社会的・職
業的自立のために必要な能力
が身に付いたと思いますか」
の肯定項目解答は 88.6%であ
った。 
①-2 夏期講習や勉強合宿、
対面および動画によるキャリ
アガイダンスの実施を通し、
生徒のキャリア形成や学力向
上を図った。 

①-1 引き続き、より多くの
生徒が自らの将来について
主体的に探究することがで
きるように、キャリア教育
推進していく。 
  
 
①-2 各種講習やガイダン
スの内容をさらに充実さ
せ、生徒のキャリア形成や
学力向上を図っていく。 
  

高校時代の学問に
対する関心や興味
を完成させる場所
としての大学・専
門の選択に関する
取り組みが進んで
いる。教職課程の
強みに加え、その
他の分野で活躍す
る卒業生たちとさ
らなる連携を取っ
てほしい。 

①-1 と 2  
組織的なキャ
リア教育を展
開し、生徒の
進路実現に繋
げることがで
きた。 
 
 
 
①-3 学校設定
科目「教職基

①-1 と 2  
引き続き生徒
が最も希望す
る進路を実現
することがで
きるように、
多様なキャリ
ア教育を推進
していく。  
 
①-3「教職基
礎」「教職基



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（3月 20日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

を計画・実施する。 

①−3 教職を志す生徒

のための支援を充実さ

せる。 

とした取組を実施し、教職員

の情報共有を促進する。 

①-3 教職を希望する生徒の

ために学校設定科目「教職基

礎」「教職基礎演習」の設定

と実施。 

れたか。 

①-3  学校設定科目

「教職基礎」「教職基

礎演習」において、充

実した支援を行った

か。 

①-3 学校設定科目「教職基
礎」を 58 名の生徒が、「教
職基礎演習」を 20 名の生徒
が履修し、教職に関する実践
的な学びに取り組んだ。 

①-3 引き続き、県立総合
教育センターや横浜国立大
学と連携しながら、教職に
関わる様々な取組を実施し
ていく。 

また、教員を目指

していない生徒に

も対しても、同じ

熱量で対応してい

ただきたい。 

礎」「教職基
礎演習」の内
容をさらに充
実させること
ができ、取組
内容を校外に
も発信するこ
とができた。 

礎演習」をよ
り組織的な取
組にすること
ができるよ
う、引き続き
改善を図る。 

４ 
地域等と
の協働 

① 地域との連携を推進

することで、多様性を

尊重し、生徒の社会性

や協働する力を育む。 

①-1 新型コロナウイル

ス感染症の影響がある中

で新しい地域貢献の形を

模索する。引き続き、生

徒の社会性、協働する力

を養う。 

①-2 本校の教育活動を

外部に広く発信してい

く。 

①-1 近隣学校との交流事業

や、地域貢献活動を継続して

実施し、コミュニケーション

能力の育成と他者理解を深め

る。 

①-2 学校説明会やホームペ

ージ等を活用し、本校の教育

活動についての情報発信を行

う。 

①-1  参加した生徒

が、自己肯定感、協

働、活動の楽しさ等の

満足感を得ることがで

きたか。 

①-2 学校説明会等に

おけるアンケートにお

いて「本校の教育活動

への理解」等に関する

肯定項目が８割以上

か。 

①-1 体育祭を保土ケ谷支援
学校の生徒が見学する形で交
流を再開する予定であった
が、雨天延期のため実施でき
なかった。地域貢献活動は今
後実施予定である。 
①-2 全公立展、中地区合同
説明会、第 1・２回学校説明
会を行った。アンケートにお
いて「本校の教育活動への理
解」等に関する肯定項目が９
割以上であった。 

①-1 行事を精選しながら
交流を続けていく。 
地域貢献活動の実施の様子
から、次年度に向けて良い
実施方法を考える。 
 
①-2 引き続き、本校の教
育活動の魅力が中学生・保
護者に伝わるように発信し
ていく。 

教職基礎やボラン
ティアに来ている
生徒との交流が中
心だが、とても熱
意がある。今後も
学校間で情報を共
有しながら取り組
んでいきたい。 
ＰＴＡとしてもぜ
ひ保土ケ谷支援学
校と無理のない範
囲で交流できたら
と思う。 
 

①-1 地域貢献
活動に参加し
たい生徒も増
え、生徒の意
欲も高まって
きた。 
①-2 本校で行
う学校説明会
で 1500 名以上
の来場者があ
った。アンケ
ートにおいて
「本校の教育
活 動 へ の 理
解」等に関す
る肯定項目が
９割以上であ
った。 

①-1 地域貢
献活動の内容
に応じた参加
生徒を募り、
多くの生徒が
参加できるよ
うにしたい。 
保土ケ谷支援
学校と連絡を
密にとり、交
流できる行事
を精選してい
く。 
①－2 引き
続き、本校の
教育活動の魅
力が中学生・
保護者に伝わ
るように発信
していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 学校がめざす姿を共

有し、その実現に向け

て協働して取り組める

組織とする。 

② コミュニティスクー

ルとして、学校運営協

議会の意向を踏まえ、

よりよい教育環境を整

備する。 

③ 生徒が安心して通う

ことのできる体制を作

る。 

④ 耐震工事の機会を利

用し、教育環境の整備

を行う。 

 

 

⑤ 生徒と向き合う時間

を確保するために、組

織的な学校運営と校務

の効率化を図る。 

①②③ 事故防止を徹底

するために、教職員間

のコミュニケーション

に努め、情報共有を図

る。また、体育館の改

修工事に関する対応が

迫られる中で職員のレ

ジリエンスに対する理

解を深める。 

④ 体育館改修工事の

安全確保と良質な学習

環境を整備する。 

 

 

 

 

 

⑤ 働き方改革を推進

し、長時間勤務を是正

する。 

 

①②③ 多様な職員研修を実

施し、中堅教員、ベテラン教

員の経験を生かした若手教員

のサポート体制及び学校運営

協議会の意向を踏まえ、より

よい環境づくりに努める。ま

た、生徒の状況把握や職員の

連絡体制を充実させる。 

④ 体育館改修工事で教育活

動にできるだけ支障のないよ

う関係機関との調整を行い、

安全安心で快適な学習環境づ

くりに努める。 

 

 

 

 

⑤ ＩＣＴ利活用を推進し、

職員の報告・連絡・相談体制の

整備及び勤務時間内の会議の

徹底を図る。 

① 職員研修の実施回

数が 12 回以上か。 

② 職員への情報発信

による共有化に努める

とともに、学校から外

部への情報発信が推進

できたか。 

③ レジリエンスに対

する理解を研修や情報

提供によって深めるこ

とができたか。 

④ 体育館改修工事中

の学習環境を整え、生

徒が安心安全に活動す

ることを確保できた

か。 

 

⑤ 教職員がＩＣＴ利

活用等により、組織的

な学校運営と校務の効

率化が図られたと実感

できたか。 

①②③授業改善に向けた職員

研修や公開研究授業、事故防

止会議等を計画どおりに実施

し、学校が目指す姿を共有

し、その実現に向け組織とし

て取り組むことができた。 

④工事業者や他施設、他機関

との調整により、体育館改修

工事中の学習や部活動実施の

環境を整え、生徒が安心安全

に活動することを確保するこ

とができた。 

⑤ＩＣＴ利活用により、会議

のペーパーレス化に取り組む

ことができた。新・欠席連絡

システムの導入・運用によ

り、朝の業務の負担感が減少

した。Google カレンダーを

用いた面談予約システムを一

部クラスで導入し、保護者・

教員の予定の調整の負担感が

減少した。 

①②③引き続き、各種研修

会や不祥事防止会議、学校

運営協議会等を実施し、学

校が目指す姿の実現に向け

組織的に対応する。 

 

④体育館の完成に伴い、物

品の移動を教職員で協力し

て計画的に実施する。 

 

 

 

⑤会議を中心に配付物のペ

ーパーレス化等に取り組ん

でいるが、長時間勤務の是

正や校務の効率化が図られ

たと実感するまでには至っ

ていない。 

 

ＰＴＡもペーパー

レス化に取り組

み、タイムリーに

保護者の皆様に情

報を届けることが

できるようになっ

た。学校もペーパ

ーレス化による校

務の効率化で、生

徒と向き合う時間

が増えるとありが

たい。 

④工事中の学
習や部活動実
施の環境を整
えることがで
きた。 
 
⑤会議におけ
るペーパーレ
ス化が浸透し
てきた。欠席
連絡や面談予
約システムの
利用により、
連絡・調整の
負担感を減少
させることが
できた。 
 

④ 完 成 に 伴
い、物品移動
ができたが、
不十分なもの
を今後充実さ
せていく。 
⑤ＩＣＴ利活
用そのものへ
の負担感を減
らし、長時間
勤務を是正で
きるよう、Ｉ
ＣＴの日常的
な利用を推進
する。 

 


